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（
総
務
委
員
会
）

行
政
書
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
二
一
号
）
（
衆
議
院
提
出
）
要
旨

本
法
律
案
は
、
行
政
に
関
す
る
手
続
の
円
滑
な
実
施
及
び
国
民
の
利
便
向
上
の
要
請
へ
の
適
確
な
対
応
を
図
る
た
め
、
行
政

書
士
の
業
務
に
関
す
る
規
定
及
び
欠
格
事
由
、
懲
戒
、
罰
則
等
に
関
す
る
規
定
の
整
備
等
を
行
い
、
行
政
書
士
制
度
の
基
盤
を

強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
業
務
に
関
す
る
規
定
の
整
備

行
政
書
士
は
、
他
人
の
依
頼
を
受
け
報
酬
を
得
て
、
行
政
書
士
が
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
に

係
る
許
認
可
等
に
関
し
て
行
わ
れ
る
聴
聞
又
は
弁
明
の
機
会
の
付
与
等
の
手
続
に
お
い
て
当
該
官
公
署
に
対
し
て
す
る
行
為

に
つ
い
て
、
非
独
占
業
務
と
し
て
、
非
弁
護
士
の
法
律
事
務
の
取
扱
い
等
の
禁
止
に
関
す
る
弁
護
士
法
第
七
十
二
条
に
抵
触

し
な
い
範
囲
で
代
理
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
欠
格
事
由
、
懲
戒
及
び
罰
則
に
関
す
る
規
定
の
整
備

１

都
道
府
県
知
事
か
ら
行
政
書
士
の
業
務
の
禁
止
の
処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
者
は
、
行

政
書
士
と
な
る
資
格
を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
等
、
欠
格
事
由
に
関
す
る
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
。
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２

行
政
書
士
が
、
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
等
に
違
反
し
た
と
き
又
は
行
政
書
士
た
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
重
大
な
非
行
が
あ
っ
た
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
行
政
書
士
に
対
し
、
戒
告
、
二
年
以
内
の
業
務
の
停
止
又

は
業
務
の
禁
止
の
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

３

行
政
書
士
又
は
行
政
書
士
の
使
用
人
等
の
守
秘
義
務
違
反
に
対
す
る
罰
金
の
多
額
を
百
万
円
と
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

等
、
罰
則
に
関
す
る
整
備
を
行
う
。

三
、
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


